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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらの図は、MPLが免疫システムに与える影響について示したものです。
抗原提示細胞には、TLR（Toll 様受容体）と呼ばれる受容体が数種あり、この中の1つのTLR4にMPLが作用します。TLR4からの刺激をきっかけに、T細胞系、B細胞系の免疫システムが活性化され、最終的に記憶B細胞の出現頻度が高まり、その結果として大量の抗体が長期間生成され続けます。
サーバリックスが高い抗体価を長期間維持できるのは、このような免疫システムの結果です。
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ATP cohort: HPV-16/18 seronegative/DNA negative before vaccination for the type analyzed
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TVC-na i ve HPV 16/18&CikEET S
CIN2+,CINS+E L UAISIZHTATHOF DR

ST{HIE B JHF B ot R B B %
N OEfIs N A (95% CI)
CIN2+ 5,466 1 5452 97  99.0 (94.2-100)
CIN3+ 5466 0 5452 27 100 (85.5-100)
AIS 5466 0 5,452 6 100 (15.5-100)

CIN: cervical intraepithelial neoplasia

AIS: adenocarcinoma /n situ
Lehtinen M, et al. Lancet Oncol 2011; in press.
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HPV-Naive HEATOFDNER(FUTURE I /1T 5ER)

IURRAUb 95% CI
CINZ+ 42.7 23.7-57.3
HPV®DE &Rt 74i 0y ' ' '
CIN3

43.0 13.0-63.2
HPV®D & Z 4750y

HPV-naive 7K EH1EIEFE, O a— LR EFEED
SRERMEA ANEF. DOF > EIFE1-HPV31,33,35,39,45,51,52,56,58,59DHPV DNAFE 4.
DOFOBIIHT A, MRZFRER

CIN2+,CIN3+& KT AISIZH T 270 F 2 D3R

S48 5 THFUR ot HE B B, %
N OEEIE N sEpIs (95% CI)
CIN2+ 5466 61 5452 172 64.9 (52.7-74.2)
CIN3+ 5466 3 5452 44  93.2 (78.9-98.7)
AIS 5466 0 5,452 7 100 (31.0-100)

CIN: cervical intraepithelial neoplasia
AlS: adenocarcinoma in situ

Lehtinen M, et al. Lancet Oncol 2011; in press.



A@mHPV I oF > D X5k




MBHPVI O F 2 O LR AR AIZH T2 FXIR

100

n ANUMRERFZ  95%Cl

H—G 008 2,241 0
15.0. 100
77K 2,258 6

<013&5tE& > SLMHIEH : HPV6. 11, 16, 18FYEHEAIS

AIS:adenocarcinoma /in situ (LR RIRHIA) e 5 i S


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ガーダシル®は、上皮内腺がんに唯一適応をもつHPVワクチンでもあります。
臨床試験では100％の予防効果を示しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ガーダシル®はCIN１だけでなく、CIN2,3などに対しても優れた予防効果もあり�ます。
臨床試験の結果、CIN2,3またはAISへの予防効果は96.9％を示しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
オーストラリアでガーダシル®の有効性が疫学レベルで実証されたデータです。
オーストラリアでは、12～13歳の女児に対する100％公費負担の接種プログラムが実施されており、すべての州においてガーダシル®が選択されています。
ビクトリア州の細胞診登録データによると、18歳未満の高度子宮頸部病変�（CIN2＋、AIS）の発生率が、ガーダシル®接種プログラム導入後、有意に減少しています。
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iR KR AO—7 v TER (20124 AR E)
Effectiveness Against HPV 16/18-Related CIN 2+ (Per-Protocol Population)

HPV16, 18&IZEEL /-

CINZLLE DS T3t 1.

MEEHPV 945 F L tEiE % -
%1 B0 o0 1 SE-MJ:WEEli':Eﬁ%BHﬁ%EﬁE 100

4FLITF
AFEHSBE 1,715 30772 (0.0~0.1) 100
6FEMSBE 1,229 0 1,404.2 0.0 (0.0~0.3) 100
8FH»510F 129 0 18.7 0.0 {0.0~19.8) 100
HPV & + 73l
HPV16E! IZEEL /- ~
CIN2LL E sz 1,479 0 4,398.5 0.0 (0.0~0.1) 100
HPV18& (CEE L 7 ~
CIN2L E sz 1,643 0 4902.0 0.0 (0.0~0.1) 100
RE
CIN2 1,724 0 51441 0.0 (0.0~0.1) 100
CIN3EIE 1,724 0 51441 0.0 (0.0~0.1) 100
CIN3 1,724 0 51441 0.0 (0.0~0.1) 100
FEIRS LEARRIA 1,724 0 51441 0.0 (0.0~0.1) 100
FERIFA 1,724 0 51441 0.0 (0.0~0.1) 100

AlS=adenocarcinoma in situ; Cl=confidence interval; CIN=cervical intraepithelial neoplasia.

Kjaer SK et al. Poster presented at: 28th International Papillomavirus Conference.
November 30—December 6, 2012; San Juan, Puerto Rico. Poster EP-739.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、日本小児肝臓研究会（２５人）にアンケート調査を行い、1998年から2003年の5年間に起きた15歳以下の小児における母子B型肝炎ウイルス（HBV）感染症の感染経路を調べた結果です。
HBVに感染している母親から児への胎内感染は、予防接種では防止できません。
しかし、本来防止処置の対象となるべき症例で、HBIGやワクチンが未接種になったり、不完全なプロトコールで接種されるといったような、不適切な防止処置による母子感染が33％にものぼります。
これは、接種対象家族への教育不足、接種医師の知識や認識の不足、産科―小児科の連携不備が原因だとされています。
母子感染予防処置の徹底を再度考える必要があります。

【スライド内文献BLIC番号】
BLIC 72165 
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Komatsu H et al. Hepato/ Res 2009; 39: 569-576


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、横浜東病院における57人のB型慢性肝炎小児における感染経路を調査した結果です。

母子感染防止事業により、母子感染によるＢ型肝炎ウイルス（HBV）キャリアは減少しましたが、依然として母子感染が絶えません。
しかし、近年父子感染・その他の家族内感染による、母子感染以外の感染経路によるHBVキャリア化が目立つようになりました。
また、水平感染した小児全員がB型肝炎ワクチンを接種していませんでした。

＜参考＞
保育園や幼稚園などの集団保育施設でのHBV感染も報告されています(1,2)。

【参考文献】
(1) 藤澤卓爾　他. 日本小児科学会雑誌　2005; 109: 363-369  (BLIC 72165) 
(2) 白木和夫　小児内科　2007; 39: 1878-1881 (BLIC 71930) 

【スライド内文献BLIC番号】
BLIC 72168 





HBr 1 JLADNABGTEZE (real time PCR)

R:1.3X103 copies/ml ;E:4.1X105 copies/ml MEE%:2.4X10° copies/ml

FR W& iR a
13.7 %(14/19)  92.1 %(35/38)  100%(11/11) 100%(9/9)

(Komatsu H, Fujisawa T, et al. 2010)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Key Points
本剤の接種は2カ月齢以上9歳以下の間にある者に行う。

標準として2カ月齢以上7カ月齢未満で接種を開始すること。ただし、3回目接種については、12カ月齢未満までに完了し、追加免疫は、標準として12～15カ月齢の間に行うこと。 

接種もれ者に対しては下記の接種間隔及び回数による接種とすることができる。
7カ月齢以上12カ月齢未満（接種もれ者）
・	初回免疫：1回0.5mLずつを2回、27日間以上の間隔で皮下に注射する。
・	追加免疫：1回0.5mLを1回、2回目の接種後60日間以上の間隔で、�	12カ月齢後、皮下に注射する。
12カ月齢以上24カ月齢未満（接種もれ者）
・	1回0.5mLずつを2回、60日間以上の間隔で皮下に注射する。
24カ月齢以上9歳以下（接種もれ者）
・	1回0.5 mLを皮下に注射する。
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“Needle Lengths: ?&*E 'EB ﬁLL

IM=1inch SC=5/8 inch
*Using combination
vaccines will decrease
the number of mjections

IM injections are giver OXJ9F>
S BRIFF&TIOF Y —
in the infant’s thigh (#&0)
. (B53)
*SC injections may be
given in the arm or thigh FERYFTHFS
-Separate injection sites (RTiE)
by 1-2 inches
y ET0HF(BhE)
*May consider a 5/8" needle -
ZRRERTVIFY

for IM injections only in
newborns less than 4 wks (fR3E)

Pink Book 2011
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»Using combination vaccines
will decrease the number of

mjections needed to keep a

child up-to-date Pink Book 2011
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2005年大阪男児の報告例では、母の予防接種歴は不明であり、備考としてインドで感染の可能性が考えられるとのこと。
以降2006年～2009年第35週迄、報告例はなかったが、本年36週に長野県で1例報告がありました。海外（フィリピン）で感染した可能性が高いと考えられております。
2011年第22週に群馬県より1例女児の報告がありました。海外（ベトナム）で感染した可能性が高いと考えられております。
2012年第42週に兵庫県より1例女児の報告がありました。兵庫県内で感染した可能性が高いと考えられております。
同年第46週に香川県より1例の報告がありました。香川県内で感染した可能性が高いと考えられております。
同年第47週に兵庫県より1例女児の報告がありました。兵庫県内で感染した可能性が高いと考えられております。
同年第50週に大阪府、52週に埼玉県で報告がありました。
2013年第2週に大阪府で1例報告がありました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
米国CDCにおいてプレベナーの初回接種時の月齢が7カ月齢以上から24カ月齢以上の小児を対象に、月齢ごとに異なる接種スケジュールでプレベナーを接種し、プレベナーのIPDに対する有効率をワクチン非接種群と比較・検討した報告では、いずれの月齢、また接種スケジュールにおいて、有効率は93～100％であったことが示されています。
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HSIL=high—-grade squamous intraepithelial lesion(EERELRRNKEZLE).
SCC=squamous cell carcinoma (¥ Lt K &) . ADC=adenocarcinoma (IR %E)
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